
山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
二
号　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
三
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年　

一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

水 曜 日

号
外
第
十
二
号

平
成
三
十
一
年

三
月
十
三
日

山
梨
県
公
報

　
　
　
　
　
　

目　
　
　

次

　
　
　
　

人
事
委
員
会

○
不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

一

○
山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

二

○
山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

二

○
山
梨
県
職
員
の
留
学
費
用
の
償
還
に
関
す
る
規
則
及
び
山
梨
県
職
員
の
自
己
啓
発
等
休

	

二

　

業
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
　
　
　

公
安
委
員
会

○
山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則	

三

　
　
　
　
　
　

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号

　

不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
人
事
委
員
会

委　

員　

長　
　

信　
　

田　
　

恵　
　

三　
　

　
　
　

不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
審
査
請
求
書
等
の
調
査
及
び
不
備
の
補
正
）

第�

五
条
の
二　

人
事
委
員
会
は
、
審
査
請
求
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
記
載
事
項
及
び
添
付
書

類
並
び
に
処
分
の
内
容
、
審
査
請
求
人
の
資
格
及
び
審
査
請
求
の
期
限
等
に
つ
い
て
調
査
し
、
審
査

請
求
書
に
不
備
の
点
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
相
当
の
期
限
を
定
め
て
審
査
請
求
人
に
そ
の

補
正
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
不
備
の
点
が
軽
微
で
あ
つ
て
、
事
案
の
内
容
に
影
響
が

な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
人
事
委
員
会
は
、
職
権
で
こ
れ
を
補
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
六
条
の
見
出
し
中
「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

　

	　

人
事
委
員
会
は
、
前
条
に
規
定
す
る
調
査
を
行
つ
た
後
、
審
査
請
求
を
受
理
す
る
か
又
は
却
下
す

る
か
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
却

下
す
る
も
の
と
す
る
。

　

一　

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
審
査
請
求

　

二　

処
分
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
事
実
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
審
査
請
求

　

三　

法
第
四
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
期
間
経
過
後
に
行
わ
れ
た
審
査
請
求

　

四	　

審
査
請
求
を
す
る
こ
と
に
つ
き
法
律
上
の
利
益
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
請
求
者
に
よ
つ
て
行

わ
れ
た
審
査
請
求

　

五　

前
条
に
規
定
す
る
補
正
命
令
に
従
つ
た
補
正
が
行
わ
れ
な
い
審
査
請
求

　

六　

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
不
適
法
に
さ
れ
た
審
査
請
求
で
不
備
が
補
正
で
き
な
い
も
の

2
	　

審
査
請
求
が
法
第
四
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
期
間
経
過
後
に
さ
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
こ

と
に
つ
き
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
審
査
請
求
は
、

同
条
に
規
定
す
る
期
間
内
に
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

3
	　

審
査
請
求
書
が
郵
便
又
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律

第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
規
定
す

る
特
定
信
書
便
事
業
者
に
よ
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
信
書
便
（
第
二
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て

「
郵
便
等
」
と
い
う
。
）
で
提
出
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
法
第
四
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
期
間
の

計
算
に
つ
い
て
は
、
送
付
に
要
し
た
日
数
は
、
算
入
し
な
い
。

　

第
六
条
の
三
を
第
六
条
の
五
と
す
る
。

　

第
六
条
の
二
の
見
出
し
中
「
通
知
義
務
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

2
		　

前
項
の
処
分
の
修
正
が
あ
つ
た
と
き
は
、
請
求
人
は
、
直
ち
に
、
そ
の
審
査
請
求
を
継
続
す
る
か

又
は
取
り
下
げ
る
か
を
人
事
委
員
会
に
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
六
条
の
二
を
第
六
条
の
三
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
取
消
判
決
等
の
確
定
の
通
知
）

第�
六
条
の
四　

人
事
委
員
会
に
係
属
し
て
い
る
審
査
請
求
の
対
象
と
な
つ
て
い
る
処
分
を
取
り
消
す
判

決
又
は
そ
の
処
分
の
無
効
を
確
認
す
る
判
決
が
確
定
し
た
と
き
は
、
当
該
審
査
請
求
の
当
事
者
は
、

人
事
委
員
会
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
受
理
後
の
却
下
）

第�

六
条
の
二　

人
事
委
員
会
は
、
受
理
し
た
審
査
請
求
が
、
前
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
基
づ
き
却
下

す
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
審
査
請
求
を
却
下
す
る
も
の
と
す

る
。



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
二
号　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
三
日

二

2　

前
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
の
却
下
は
、
裁
決
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

　

第
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
手
続
の
承
継
）

第�

八
条
の
二　

請
求
人
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
相
続
人
そ
の
他
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
審
査
請
求
を
続

行
す
べ
き
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
相
続
人
等
」
と
い
う
。
）
は
、
請
求
人
の
地
位
を
承
継
す

る
。

2
	　

請
求
人
の
地
位
を
承
継
し
た
相
続
人
等
は
、
書
面
で
そ
の
旨
を
人
事
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
届
出
書
に
は
、
承
継
を
証
明
す
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

3
	　

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
請
求
人
に
宛
て
て
さ
れ
た
通
知
そ
の
他
の
行
為

が
相
続
人
等
に
到
達
し
た
と
き
は
、
当
該
通
知
そ
の
他
の
行
為
は
、
相
続
人
等
に
対
す
る
通
知
そ
の

他
の
行
為
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
。

4
	　

相
続
人
等
が
二
名
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
う
ち
の
一
名
に
対
す
る
通
知
そ
の
他
の
行
為
は
、

そ
の
全
員
に
対
し
て
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

5
	　

相
続
人
等
が
請
求
人
の
地
位
を
承
継
し
な
い
旨
を
人
事
委
員
会
に
届
け
出
た
と
き
は
、
第
一
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
相
続
人
等
は
、
請
求
人
の
地
位
を
承
継
し
な
い
も
の
と
す
る
。

　

第
九
条
中
第
十
五
項
を
第
十
六
項
と
し
、
第
十
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

15	　

人
事
委
員
会
は
、
書
面
審
理
を
終
了
さ
せ
る
前
に
、
相
当
の
期
間
を
お
い
て
、
当
事
者
に
書
面
審

理
の
終
了
予
定
日
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

　

第
十
条
第
十
四
項
中
「
第
十
五
項
」
を
「
第
十
六
項
」
と
す
る
。

　

第
十
一
条
第
三
項
中
「
第
九
条
第
十
五
項
後
段
」
を
「
第
九
条
第
十
六
項
後
段
」
と
す
る
。

　

第
四
節
中
第
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
裁
決
書
の
更
正
）

第�

十
四
条
の
二　

人
事
委
員
会
は
、
裁
決
書
に
計
算
違
い
、
書
き
損
じ
そ
の
他
明
白
な
誤
り
が
あ
る
場

合
に
は
、
い
つ
で
も
、
更
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
	　

裁
決
書
の
更
正
は
、
裁
決
書
の
原
本
及
び
正
本
に
付
記
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
正
本

に
付
記
し
て
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
更
正
通
知
書
を
当
事
者
に
送
付
し
て
す
る
も
の
と
す

る
。

　

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
並
び
に
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
信
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年

法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
一
般
信
書
便
事
業
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
規
定
す

る
特
定
信
書
便
事
業
者
に
よ
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
信
書
便
（
以
下
「
郵
便
等
」
と
い
う
。
）
」

を
「
等
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号

　

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
人
事
委
員
会

委　

員　

長　
　

信　
　

田　
　

恵　
　

三　
　

　
　
　

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
十
二
警
察
部
局
の
部
警
察
本
部
の
項
中
「
庁
舎
管
理
室
長
」
を
「
施
設
整
備
室
長
」
に
改
め

る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
号

　

山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
人
事
委
員
会

委　

員　

長　
　

信　
　

田　
　

恵　
　

三　
　

　
　
　

山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
7
級
の
項
1
中
「、

広
域
捜
査
官
又
は
交
通
捜
査
指
導
官

」
を
「又

は
広
域
捜
査
官

」
に

改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
交
通
捜
査
室
長　
　
　

「
広
域
捜
査
官

　

別
表
第
七
本
部
の
項
中
「
危
機
管
理
室
長
」
を　
　
　
　
　
　
　
　

に
、　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

危
機
管
理
室
長
」　
　
　

交
通
捜
査
指
導
官
」

「
広
域
捜
査
官
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号

　

山
梨
県
職
員
の
留
学
費
用
の
償
還
に
関
す
る
規
則
及
び
山
梨
県
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
二
号　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
三
日

三

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
人
事
委
員
会

委　

員　

長　
　

信　
　

田　
　

恵　
　

三　
　

　
　
　

	

山
梨
県
職
員
の
留
学
費
用
の
償
還
に
関
す
る
規
則
及
び
山
梨
県
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関

す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

次
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
中
「
第
百
四
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
百
四
条
第
七
項
第
二
号
」
に
改

め
る
。

　

一	　

山
梨
県
職
員
の
留
学
費
用
の
償
還
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
九
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第

二
号
）
第
三
条
第
二
号

　

二	　

山
梨
県
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第

一
号
）
第
三
条

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
三
号

　

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長　
　

武　
　

田　
　

信　
　

彦　
　

　
　
　

	

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
の
二
を
削
り
、
第
四
条
の
三
第
一
項
中
「
庁
舎
管
理
室
」
を
「
施
設
整
備
室
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
庁
舎
管
理
室
」
を
「
施
設
整
備
室
」
に
、
「
第
四
条
第
二
号
」
を
「
前
条
第
二
号
」
に

改
め
、
同
条
を
第
四
条
の
二
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
監
査
室
）

第
四
条
の
三　

会
計
課
に
監
査
室
を
附
置
す
る
。

　

第
八
条
の
六
第
二
項
中
「
第
八
条
の
四
第
六
号
」
を
「
前
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。

　

第
十
六
条
の
二
第
一
号
中
「
及
び
捜
査
」
を
削
る
。

　

第
十
六
条
の
五
を
第
十
六
条
の
六
と
し
、
第
十
六
条
の
四
を
第
十
六
条
の
五
と
す
る
。

　

第
十
六
条
の
三
第
二
項
中
「
前
条
第
四
号
」
を
「
第
十
六
条
の
二
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十

六
条
の
四
と
し
、
第
十
六
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
交
通
捜
査
室
）

第
十
六
条
の
三　

交
通
指
導
課
に
交
通
捜
査
室
を
附
置
す
る
。

2　

交
通
捜
査
室
に
お
い
て
は
、
前
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

　

第
十
九
条
の
四
を
第
十
九
条
の
五
と
し
、
第
十
九
条
の
三
を
第
十
九
条
の
四
と
し
、
第
十
九
条
の
二

を
第
十
九
条
の
三
と
し
、
第
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
外
事
・
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
室
）

第
十
九
条
の
二　

警
備
第
一
課
に
外
事
・
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
室
を
附
置
す
る
。

2
	　

外
事
・
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
室
に
お
い
て
は
、
前
条
第
一
号
の
う
ち
外
事
・
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム

対
策
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

　

第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
三
条
の
二
中
「
監
査
室
、
庁
舎
管
理
室
」
を
「
施
設
整
備
室
、
監
査
室
」

に
改
め
、
「
組
織
犯
罪
捜
査
室
」
の
下
に
「
、
交
通
捜
査
室
」
を
、
「
試
験
場
」
の
下
に
「
、
外
事
・

国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
室
」
を
加
え
る
。

　

第
三
十
七
条
第
二
項
中
「
五
九
九
人
」
を
「
五
九
八
人
」
に
、
「
一
九
八
人
」
を
「
一
九
七
人
」

に
、
「
七
九
七
人
」
を
「
七
九
五
人
」
に
、
「
一
、
〇
八
三
人
」
を
「
一
、
〇
八
四
人
」
に
、
「
そ
の

他
の
職
員　

九
八
人
」
を
「
そ
の
他
の
職
員　

九
九
人
」
に
、
「
一
、
一
八
一
人
」
を
「
一
、
一
八
三

人
」
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

		

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

「

　

別
表
第
一
会
計
の
部
中

庁
舎
管
理

室

管
財

管
財

　

を

施
設
室

調
度

庁
舎
整
備

庁
舎
整
備

営
繕

営
繕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

整
備

管
財

管
財

　

に
改
め
、
同
表
生
活
安
全
捜
査
の
部
中　

サ
イ
犯
罪
室

調
度

営
繕

営
繕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
二
号　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
三
日

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

サ
イ
バ
ー

犯
罪
対
策

室

サ
イ
バ
ー
犯
罪
対

策

サ
イ
バ

リ
テ
ィ

バ
ー

対
策

サ
イ
バ
ー
犯
罪
対

策

サ
イ
バ
ー
犯
罪
対

策

を

サ
イ
バ

策

サ
イ
バ
ー
犯
罪
捜

サ
イ
バ
ー
犯
罪
捜

サ
イ
バ
ー
犯
罪
捜

査

サ
イ
バ

査

　
　
　
　
　
　

」

ー
セ
キ
ュ

ー
犯
罪
対
　

に
改
め
、
同
表
交
通
指
導
の
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ー
犯
罪
捜

　
　
　
　
　

」

交
通
指
導

庶
務

庶
務

指
導
取
締

指
導
取
締

放
置
駐
車
対
策

放
置
駐
車
対
策

交
通
捜
査

室

交
通
捜
査
第
一

交
通
捜
査
第
一

交
通
捜
査
第
二

交
通
捜
査
第
二

交
通
捜
査
第
三

交
通
捜
査
第
三

交
通
反
則

通
告
セ
ン

タ
ー

所
長
補
佐

交
通
反
則
通
告

　

別
表
第
一
警
備
第
一
の
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

警
備
第
一

庶
務
・
企
画

庶
務
・
企
画

資
料

資
料

情
報
第
一

情
報
第
一

情
報
第
二

情
報
第
一

情
報
第
二

情
報
第
三

情
報
第
四

情
報
第
三

情
報
第
一

情
報
第
四

情
報
第
一

情
報
第
二

情
報
第
三

情
報
第
四

サ
イ
バ
ー
攻
撃
・

事
件

サ
イ
バ
ー
攻
撃
・

事
件

外
事
・
国

際
テ
ロ
リ

ズ
ム
対
策

室

対
策
第
一

対
策
第
一

対
策
第
二

対
策
第
二

対
策
第
一



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
二
号　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
三
日

五

対
策
第
二

　

別
表
第
三
南
甲
府
警
察
署
の
部
上
曽
根
警
察
官
駐
在
所
の
項
中
「
甲
府
市
上
曽
根
町
一
九
〇
四
の

一
」
を
「
甲
府
市
上
曽
根
町
一
九
〇
九
番
地
三
」
に
改
め
、
同
表
北
杜
警
察
署
の
部
署
所
在
地
の
項
中

「
北
杜
市
長
坂
上
条
二
五
七
五
の
七
九
」
を
「
北
杜
市
長
坂
上
条
二
五
七
五
番
地
七
九
」
に
改
め
、
同

項
の
次
に
次
の
項
を
加
え
る
。

明
野
警
察
官

駐
在
所

北
杜
市
明
野
町
上

手
五
六
三
一
番
地

北
杜
市
の
う
ち
明
野
町

　

別
表
第
三
北
杜
警
察
署
の
部
朝
神
警
察
官
駐
在
所
の
項
及
び
上
手
警
察
官
駐
在
所
の
項
を
削
り
、
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

表
富
士
吉
田
警
察
署
の
部
中　

富
士
山
駅
前

交
番

富
士
吉
田
市
上
吉

田
二
丁
目
四
番
一

一
号

富
士
吉
田
市
の
う
ち
竜
ケ
丘
三

号
七
番
か
ら
九
番
ま
で
に
限
る

東
一
丁
目
（
街
区
符
号
三
〇
番

で
及
び
三
六
番
（
二
六
号
か
ら

限
る
。
）
に
限
る
。
）
、
上
吉

丁
目
、
上
吉
田
二
丁
目
、
上
吉

吉
田
四
丁
目
、
上
吉
田
五
丁
目

目
、
上
吉
田
七
丁
目
、
上
吉
田

吉
田
東
二
丁
目
、
上
吉
田
東
三

東
四
丁
目
、
上
吉
田
東
五
丁
目

一
丁
目
、
松
山
二
丁
目
、
松
山

四
丁
目
、
松
山
五
丁
目
、
新
西

西
原
二
丁
目
、
新
西
原
三
丁
目

目
、
新
西
原
五
丁
目
、
と
き
わ

き
わ
台
二
丁
目
、
新
屋
、
中
曽

曽
根
二
丁
目
、
中
曽
根
三
丁
目

丁
目
並
び
に
南
都
留
郡
富
士
河

船
津
（
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
施

　
　
　
　
　
　
　
　

		

「

　

署
所
在
地

富
士
吉
田
市
旭
一

丁
目
五
番
一
号

富
士
吉
田
市
の
う
ち
竜
ケ
丘
一
丁
目

二
丁
目
、
竜
ケ
丘
三
丁
目
（
街
区
符

ら
九
番
ま
で
を
除
く
。
）
、
緑
ケ
丘

緑
ケ
丘
二
丁
目
、
旭
一
丁
目
、
旭
二

三
丁
目
、
旭
四
丁
目
、
旭
五
丁
目
、

下
吉
田
一
丁
目
、
下
吉
田
二
丁
目
、

丁
目
、
下
吉
田
四
丁
目
、
下
吉
田
五

吉
田
六
丁
目
、
下
吉
田
七
丁
目
、
下

目
、
下
吉
田
九
丁
目
、
下
吉
田
東
一

区
符
号
三
〇
番
か
ら
三
三
番
ま
で
、

丁
目
（
街
区
符

。
）
、
下
吉
田

か
ら
三
三
番
ま

三
八
号
ま
で
に

田
、
上
吉
田
一

田
三
丁
目
、
上

、
上
吉
田
六
丁

東
一
丁
目
、
上

丁
目
、
上
吉
田

、
松
山
、
松
山

三
丁
目
、
松
山

原
一
丁
目
、
新

、
新
西
原
四
丁

台
一
丁
目
、
と

根
一
丁
目
、
中

及
び
中
曽
根
四

口
湖
町
の
う
ち

設
内
に
限
る
。）

を

び
三
六
番
を
除
く
。
）
、
下
吉
田
東

下
吉
田
東
三
丁
目
、
下
吉
田
東
四
丁

、
富
士
見
一
丁
目
、
富
士
見
二
丁
目

三
丁
目
、
富
士
見
四
丁
目
、
富
士
見

富
士
見
六
丁
目
、
富
士
見
七
丁
目
、

目
、
浅
間
二
丁
目
、
新
町
一
丁
目
、

目
、
新
町
三
丁
目
及
び
新
町
四
丁
目

富
士
山
駅
前

交
番

富
士
吉
田
市
上
吉

田
二
丁
目
四
番
一

一
号

富
士
吉
田
市
の
う
ち
竜
ケ
丘
三
丁
目

号
七
番
か
ら
九
番
ま
で
に
限
る
。
）

東
一
丁
目
（
街
区
符
号
三
〇
番
か
ら

で
及
び
三
六
番
（
二
六
号
か
ら
三
八

限
る
。
）
に
限
る
。
）
、
上
吉
田
、

丁
目
、
上
吉
田
二
丁
目
、
上
吉
田
三

吉
田
四
丁
目
、
上
吉
田
五
丁
目
、
上

目
、
上
吉
田
七
丁
目
、
上
吉
田
東
一

吉
田
東
二
丁
目
、
上
吉
田
東
三
丁
目

東
四
丁
目
、
上
吉
田
東
五
丁
目
、
松

一
丁
目
、
松
山
二
丁
目
、
松
山
三
丁

四
丁
目
、
松
山
五
丁
目
、
新
西
原
一

西
原
二
丁
目
、
新
西
原
三
丁
目
、
新

目
、
新
西
原
五
丁
目
、
と
き
わ
台
一

き
わ
台
二
丁
目
、
新
屋
、
中
曽
根
一

曽
根
二
丁
目
、
中
曽
根
三
丁
目
及
び

丁
目
並
び
に
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖

船
津
（
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
施
設
内

、
竜
ケ
丘

号
七
番
か

一
丁
目
、

丁
目
、
旭

下
吉
田
、

下
吉
田
三

丁
目
、
下

吉
田
八
丁

丁
目
（
街

三
五
番
及

二
丁
目
、

目
、
新
倉

、
富
士
見

五
丁
目
、

浅
間
一
丁

新
町
二
丁

（
街
区
符
　

に
改
め
、
同
部
月
江
寺
交
番
の
項
を
削
る
。



発
行
者　
　

山

梨

県　
　

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号　
　
　
　
　

印
刷
所　

㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷　

甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
十
二
号　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
三
日

六

、
下
吉
田

三
三
番
ま

号
ま
で
に

上
吉
田
一

丁
目
、
上

吉
田
六
丁

丁
目
、
上

、
上
吉
田

山
、
松
山

目
、
松
山

丁
目
、
新

西
原
四
丁

丁
目
、
と

丁
目
、
中

中
曽
根
四

町
の
う
ち

に
限
る
。）

　

別
表
第
三
上
野
原
警
察
署
の
部

原
警
察
官
駐
在
所
の
項
中
「
上
野
原
市

原
二
三
三
四
」
を	

「
上
野
原
原
市

原
二
三
六
二
番
地
四
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
三
北
杜
警
察
署
の

部
の
改
正
規
定
及
び
同
表
富
士
吉
田
警
察
署
の
部
の
改
正
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。


